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事例集目次 １／２
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砂防現場における無人化施工活用事例 １/2
地方整備局名等 事務所名 都道府県 種別 内容 ページ

北海道開発局 苫小牧砂防海岸事務所 北海道 火山砂防 後付型の遠隔施工装置を用いた不感地帯における遠隔操縦施工の試行 5
東北地方整備局 新庄河川事務所 山形県 土石流等 後付け遠隔操縦装置を活用した遠隔施工及び衛星位置情報等を使用した自動化施工を試行した 6
関東地方整備局 日光砂防事務所 栃木県 法面対策 崩壊斜面等において無人化施工を活用した事例（セーフティークライマー工法） 7
関東地方整備局 日光砂防事務所 栃木県 法面対策 崩壊斜面等において無人化施工を活用した事例（セーフティークライマー工法） 8
関東地方整備局 利根川水系砂防事務所 長野県 火山砂防 噴火時の緊急減災対策を想定したクローラダンプの自動化施工を試行した事例 9
関東地方整備局 富士川砂防事務所 山梨県 法面対策 ロッククライミングマシーンによる無人化施工事例 10
北陸地方整備局 松本砂防事務所 長野県 土石流等 土石流に対する安全対策として無人化施工を実施した事例 11
北陸地方整備局 湯沢砂防事務所 長野県 法面対策 ロッククライミングマシーンによる無人化施工事例 12
北陸地方整備局 立山砂防事務所 富山県 土石流等 ICT（マシンガイダンス）を活用した無人化施工事例 13
北陸地方整備局 立山砂防事務所 富山県 土石流等 ICT（マシンコントロール及びマシンガイダンス）を活用した無人化施工事例 14
北陸地方整備局 立山砂防事務所 富山県 土石流等 BIM/CIMにより現場を見える化しながらICTを活用し無人化を実施した事例 15
北陸地方整備局 立山砂防事務所 富山県 土石流等 BIM/CIMやAR技術等により現場を見える化しながらICTを活用し無人化施工を実施した事例 16
北陸地方整備局 金沢河川行動事務所 石川県 土石流等 土石流痕跡をもとに設定した無人化施工エリア内で土砂掘削及びブロック据付を実施した事例 17
北陸地方整備局 能登復興事務所 石川県 河道閉塞 河道閉塞箇所における応急対策工事で活用した無人化施工事例 18
北陸地方整備局 能登復興事務所 石川県 河道閉塞 2次災害の恐れがある斜面で、県外からの無人化施工等を実施した事例 19
北陸地方整備局 能登復興事務所 石川県 法面対策 崩壊斜面における応急対策工事で活用した無人化施工事例 20
北陸地方整備局 能登復興事務所 石川県 地すべり 汎用遠隔操縦装置「サロゲート」を活用した県外からの無人化施工 事例 21
北陸地方整備局 神通川水系砂防事務所 岐阜県 法面対策 崩壊斜面等において無人化施工を活用した事例（セーフティークライマー工法） 22
中部地方整備局 多治見砂防事務所 岐阜県 土石流等 砂防堰堤に堆積した不安定土砂を撤去する際、ロボQSを活用した無人化施工事例 23
中部地方整備局 多治見砂防事務所 岐阜県 土石流等 砂防堰堤に堆積した不安定土砂を撤去する際、ロボQSを活用した無人化施工事例 24
中部地方整備局 多治見砂防事務所 静岡県 地すべり 市町村からの要請によりロボQSを貸与し無人化施工を実施した事例 25
中部地方整備局 富士砂防事務所 静岡県 崩壊対策 富士山源頭部におけるリモコン操作での無人化施工事例 26
中部地方整備局 富士砂防事務所 静岡県 火山砂防 緊急減災対策を想定した無人化施工の試行事例 27
近畿地方整備局 紀伊山系砂防事務所 奈良県 河道閉塞 河道閉塞箇所において無人化施工（自動化施工含む）を活用した事例 28
近畿地方整備局 紀伊山系砂防事務所 奈良県 法面対策 崩壊斜面等において無人化施工を活用した事例（セーフティークライマー工法） 29
中国地方整備局 広島西部山系砂防事務所 広島県 土石流等 ICT（マシンコントロール）を活用した無人化施工事例 30

四国地方整備局 四国山地砂防事務所
高知県、愛媛県
徳島県

土石流等
崩壊斜面等において無人化施工を活用した事例
（セーフティークライマー工法、ロッククライマー工法）

31

四国地方整備局 四国山地砂防事務所 徳島県 土石流等 大規模災害時を想定した遠隔施工による土砂の掘削運搬を試行した事例 32
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砂防現場における無人化施工活用事例 2/2

砂防現場における無人化施工講習会の事例

地方整備局名等 事務所名 都道府県 種別 内容 ページ

九州地方整備局 長崎河川国道事務所 長崎県 火山砂防
火山の警戒区域内においてクローラダンプの遠隔施工及び自動化施工を試行した
企業による取り組み事例

33

九州地方整備局 長崎河川国道事務所 長崎県 火山砂防 火山の警戒区域内におけるバックホウとクローラダンプを活用した無人化施工の事例 34
九州地方整備局 大隅河川国道事務所 鹿児島県 火山砂防 火山の警戒区域内において中継基地を活用した無人化施工事例 35
九州地方整備局 大隅河川国道事務所 鹿児島県 火山砂防 火山の警戒区域内において中継基地を活用した無人化施工事例 36
長野県 上田建設事務所 長野県 地すべり 崩壊斜面等において無人化施工を活用した事例（セーフティークライマー工法） 37
鳥取県 米子県土整備局 鳥取県 法面対策 崩壊斜面等において無人化施工を活用した事例（セーフティークライマー工法） 38
島根県 雲南県土整備事務所 島根県 法面対策 崩壊斜面等において無人化施工を活用した事例（セーフティークライマー工法） 39

地方整備局名等 事務所名 都道府県 ページ
関東地方整備局 利根川水系砂防事務所 長野県 41,42
関東地方整備局 利根川水系砂防事務所 長野県 43
北陸地方整備局 神通川水系砂防事務所 岐阜県 44
中部地方整備局 多治見砂防事務所 岐阜県 45
中部地方整備局 富士砂防事務所 静岡県 46,47

内容
浅間山直轄砂防事業における無人化施工機械体験会について その１、その２
衛星通信回線を活用した浅間山の噴火に備えた無人化施工機械の操作講習会
神通川水系直轄砂防事業の無人化施工技術育成等を目的に「無人バックホウ操作体験会」を開催
ロボＱＳ（簡易遠隔操縦装置）操縦体験会
無人化施工バックホウ「操作訓練」及び「見学会」
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砂防現場における無人化施工活用事例



24.04.22 ほくりく号撮影

拡大写真

○樽前山の工事実施箇所は電波不感地帯が多いことや、火山噴火時における警戒域内での対応及び
i-Construction2.0の推進を踏まえ、受注者提案のもと、不感地帯における遠隔施工の試行を実施。

○不感地帯での遠隔施工実施においてはStarlinkを採用することで通信環境の構築を図った。
○遠隔施工は、さまざまな建設機械の操縦席に取り付け可能な後付型の簡易遠隔操縦装置を用いるこ
とで、有事の際も汎用性が高く、コスト縮減が可能な方法を採用。

○また、今回採用した後付型の簡易遠隔操縦装置は操作室で操作切替を行う事が出来るため１人で複
数台の重機を操縦することも可能であり、安全性向上だけでなく、省人化や、働き方改革等の効果が
期待出来る。

後付型の遠隔施工装置を用いた不感地帯における遠隔操縦施工の試行

〈工事概要〉
・施工箇所：北海道苫小牧市字錦岡
・施工者 ：株式会社 伊藤工業
・遠隔施工機械：0.8m3ﾊﾞｯｸﾎｳ 1台
・遠隔施工工種：砂防土工（中詰盛土）

V = 5,800m3

樽前山
工事箇所

ベッセルへ土砂投入状況

苫小牧市街地

無人バックホウ

ベッセル

北海道開発局 室蘭開発建設部

苫小牧市

Starlink＋ルーター

工事写真（全景）

無人バックホウ

不感地帯の衛星通信＝Starlink通信概念図

衛星通信

衛星通信

従来の通信手段

※Starlinkを採用に伴う無人化施工の通信によるタイムラグは感じられなかった。

Starlink衛星

メッシュ
Wi-Fi

後付型の簡易遠隔操縦装置取り付け状況 操作室からの遠隔施工実施状況

現場施工状況（北海道苫小牧市字錦岡）
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後付け遠隔操縦装置を活用した遠隔施工及び衛星位置情報等を使用した自動化施工を試行した事例

東北地方整備局新庄河川事務所では、i-Construction2.0の取り組みの一環として令和6年7月出水により土砂堆積
した立谷沢川上流の砂防堰堤において遠隔施工と自動化施工を組み合わせた堆積土砂の撤去を実施。合わせて、
発生した流木を掴み・切断機能付き遠隔施工機械を活用し除去を実施した。
遠隔操作装置搭載バックホウ（後付け）と自動運転システム搭載クローラダンプの活用により、重機2台をオペレータ
1名で操作し省力化を図った。AIカメラ解析の結果、積込作業に課題があることが判明したため、改善が必要である。
今後とも、災害が発生した際の活用に資するよう、砂防現場における遠隔施工の拡大に取組む。

掴み・切断機能付き遠隔操作バックホウ 施工の様子
《遠隔で１台３役（掘る、掴む、切る）を達成》 遠隔操作装置・自動運転システムの確認状況

- 工事情報 -

実施時期：令和７年７月１４日～７月２５日

工事名：立谷沢川上流松沢地区管理用道路整備工事

発注者：東北地方整備局新庄河川事務所

受注者：株式会社新庄砕石工業所

主な工事内容：工事延長 L=65.8m
掘削 V=1,800m3
路体盛土工 V=470m3

掴む

GNSS受信機による位置情報取得

切る

遠隔施工BHと自動化施工クローラダンプによる堆積土砂の掘削

位置図

オペレータ1名が
両機を操作

自動運転システム

遠隔操作装置

（東北地整：新庄河川事務所）
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24.04.22 ほくりく号撮影

崩落斜
面

○ 本施工箇所は降雨時や融雪時等に斜面を直接流れる地表水による侵食などに伴って不安定化し、
崩壊・落石などが繰り返し発生している場所である。

○ 冬季開けの工事前調査時に一部ではあるものの崩落を確認しており、その他の箇所においても施
工上部にて転石、落石等の危険要素が確認されている。

○ 上記の施工条件であることから、安全な施工が可能である高所無人掘削機「ケンファイター」を使用
するセーフティークライマー工法を採用した。

遠隔施工事例（日光砂防事務所：Ｒ６ワミ沢山腹擁壁工工事）

鬼怒川

施工位置

唐沢

ワミ沢

施工箇所

位置図

施工個所

位 置 図

- 工事情報 -（R8.1時点見込み）

工事名：Ｒ６ワミ沢山腹擁壁工工事

発注者：関東地方整備局日光砂防事務所

受注者：株式会社佐藤組

主な工事内容：
土 工：掘削工１式、法面整形工１式

（セーフティークライマー工法）
法面工：落石防護網工 1,580m2
資材運搬工：簡易ケーブルクレーン１式、モノレール１式
作業ヤード造成：作業構台１式

施工範囲

ワミ沢

ワミ沢

崩落状況

無人バックホウ稼働状況

ラジコンによる操作状況

・施工予定の箇所にて崩落が確認
されており、人力作業では危険が
伴う。

・施工現場は急勾配であり、通常の重機の侵
入が出来ない。
・オペレーターは掘削による落石の危険のな
い箇所にいるため安全な施工が可能。

セーフティークライマー工法による作業状況
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拡大写真 - 工事情報 -（R8.1時点見込み）

工事名：Ｒ６馬返崩壊地対策工事

発注者：関東地方整備局日光砂防事務所

受注者：中村土建株式会社

主な工事内容：
土 工：掘削工１式、法面整形工１式

（人力、セーフティークライマー工法）
法面工：鉄筋挿入工 150本、落石防護網工 500m2
土留工：鉄柵工 112m 、擁壁工 68m3
山腹水路工：暗渠工 50m
資材運搬工：ケーブルクレーン運搬１式

遠隔施工事例（日光砂防事務所：Ｒ６馬返崩壊地対策工事）

施工箇所

いろは坂

大谷川

施工位置

○ 危険な高所や急斜面での掘削、法面整形等の作業のため、リモコン操作による高所無人掘削機「ケンファイター」を
使用することで、安全・迅速・経済的に作業が出来るセーフティークライマー工法を採用。

○ 人力による作業の場合、６０日間の作業日数（全工程が危険作業）が想定されたが、当該工法では２１日間（内危険
作業は５日間）まで短縮された。

○ 人力による作業の場合、工事費（直接工事費）は約1,270万円が想定されたが、当該工法では約1,060万円まで削減
された。

施工箇所

位 置 図

斜面下部から 斜面上部から

・施工現場は急勾配であり、通常の重機
の侵入が出来ず、崩落土砂が堆砂し足
場も悪い。
・転石群が浮石状態であり、少しの掘削
で簡単に崩れていく。

無人バックホウ稼働状況

ラジコンによる操作状況

・オペレータは重機が目視できる場所で
あれば操作可能。
そのため、足場が良く、転石等の危険
がない場所を選べるためオペレータの
安全が確保できる。

転石群浮石状況
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◆浅間山が噴火した場合で、積雪期の融雪型火山泥流や噴火後の降雨による土石流の発生が予想されます。
◆緊急対策工事は、噴火活動に応じて作業員の安全を確保を図りつつ、遠隔操作式建設機械等を使用・活用
した無人化施工が想定され、これまでも毎年、操作訓練や体験会を実施しています。

◆自動化施工の浅間山噴火緊急減災対策での親和性を確認するため、現場検証を行った。

＜検証内容＞
◎クローラダンプによる砂防ソイルセメント製造後の堰堤材運搬を自動施工。（緊急除石も想定した対応）
・Ｒ６地蔵川第一砂防堰堤工事 Ｒ６年８月下旬実施
・運搬量 約100～200㎥ クローラダンプ（積載量11tｸﾗｽ）１台

浅間山直轄火山砂防事業における 自動施工 について
関東地方整備局
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●山腹工や法面工では、斜面上部の掘削・法面整形を人力施工で行うことが多く、作業効率が悪い。
●急傾斜地での作業は、上部からの落石や作業員の転落のおそれがあり、大変危険を伴う。

⇒ロッククライミングマシン等の無人化・遠隔施工機械を活用し、生産性や安全性の向上を図っている。

砂防事業における無人化・遠隔施工の取組（富士川砂防事務所）

位置図

中島砂防堰堤改築に伴う法面対策

監視員

ＲＣＭによる掘削状況

ＲＣＭ 監視員

操縦者

ＲＣＭ

ー 工事概要 ー
・工事名：R６中島砂防堰堤右岸斜面対策工事
・場 所：山梨県北杜市白州町鳥原地先
・工 期：令和7年4月1日～令和8年1月20日
・発注者：富士川砂防事務所
・受注者：（株）芦沢組土木
・内 容：

・法面整形工（RCM） 1,530m2
・落石防止網工（ロックネット） 1,560m2 他
※法面整形工において無人化施工を実施

監視員
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姫川水系浦川における遠隔施工の取組み

- 工事情報 -

工事名：R７金山沢第４号砂防堰堤工事

発注者：北陸地方整備局松本砂防事務所

受注者：株式会社今井工務店

主な工事内容：河道掘削 Ｖ＝2800m3
消波根固めブロック製作 N=550個

施工機械： 無人化施工BH1.4m3級 2台
無人化施工BH0.8m3級 1台
無人化施工不整地運搬車11t級 1台

土石流が頻発する金山沢において、土石流に対する安全対策として無人化施工を実施
土石流が到達する恐れのない安全な箇所から重機の遠隔操縦を実施。

有人エリア 無人エリア

有人エリアと無人エリアの区分け

遠隔施工の様子

操縦者

（北陸地整：松本砂防事務所）
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令和元年に発生した斜面崩落の対策工事の掘削作業にて無人化施工を実施
崩落箇所のアンカー工施工にあたり斜面の掘削を行う必要があるが、急傾斜地で通常の重機での
施工は困難であり、また既往調査報告により基盤岩の凝灰角礫岩が風化や地すべり変動による
「ゆるみ域」の存在が言及されていたため、掘削中の崩落が懸念されるため、ロッククライミングマ
シーン（RCM）を活用した無人化施工を実施し工事の安全向上を図った。

無人化施工の活用事例（北陸地方整備局：湯沢砂防事務所）

無人バックホウ稼働状況

無人化施工箇所

崩落部

国道405号

無人バックホウ稼働状況（写真中央：操縦者）

工 事 名：屋敷地区斜面対策その７工事
工 期：Ｒ７．５ ～ Ｒ７．１２
工事内容：無人化施工による掘削 ８００ｍ3
施工機械：ロッククライミングマシン（ＲＣＭ－０３）

屋敷斜面対策

無人化施工箇所

屋敷地区斜面対策全体平面図

屋敷斜面対策

位置図

12



13

流域 常願寺川流域

水源 北ノ俣岳（標高2,661ｍ）

流域面積 368ｋｍ2

流路延長 56ｋｍ（うち平野部18km）

平均河床勾配 約1/30

有峰地区渓岸対策

施工計画図

二の谷

湯川

無人エリア

遠隔操作
MGバックホウ

遠隔操作
バックホウ

（移動カメラ）

遠隔操作
バックホウ

遠隔操作
不整地運搬車

有人バックホウ

有人ダンプ

固定カメラ

固定カメラ

操作室
（目視＋カメラ）

操作台
（目視操作）

有人エリア

■従来の無人化施工と今回のＩＣＴ無人化施工の違い
（従来） （今回）

起工測量 ：【ＴＳ（ノンプリズム）】 → 【ＵＡＶ】
施 工 ：【遠隔操作ＢＨ】 → 【遠隔操作ＢＨ（ＭＧ付）】
出来形管理：【ＴＳ（ノンプリズム）】

→【遠隔操作ＢＨ（ＭＧ付）爪先管理
＋ＴＳ（ノンプリズム）】

無人化施工実施状況

二の谷

湯川

遠隔操作ＢＨ（ＭＧ付）
【掘削】

遠隔操作ＢＨ
【積込・荒均し】

遠隔操作ＢＨ
【移動カメラ】

遠隔操作
不整地運搬車

遠隔操作によるMGバックホウ操作状況

過去の土石流により湯川・有峰二の谷合流点には多くの土砂が堆積したため、不安定土砂の撤去等の渓岸対策を実
施している。これまで土石流災害の発生の恐れのあるエリアの土砂掘削・運搬については無人化施工を実施してきたが、
遠隔操作バックホウによる掘削とTS測定を繰り返しながらの施工であった。今回、遠隔操作バックホウにマシンガイダン
ス（MG）の機能を追加することで施工途中のTS測定が不用となり施工性・出来形の向上が図られた。【ＩＣＴ無人化施工】

無人化施工の活用事例（北陸地方整備局：常願寺川水系）



有峰地区渓岸対策における「無人化施工＋ICT施工」
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工 事 名：Ｒ６有峰地区渓岸対策（二の谷）工事
工事内容：掘削工（掘削、運搬） V＝４，６５０m3

砂防導流堤工 ・異形ブロック据付 N＝１０７個
・巨石積（空） A＝１３４m2

掘削形状の３次元データ

• 掘削形状およびブロック据付床面の３次元データを作成
• マシンコントロールにより、バケットの稼働範囲を制御（設計面より深く掘削できない）
することで過堀を防止、また、ブロック据付時に重要となる床付面を正確に整形

• ブロック積みの３次元データを作成し、各ブロック中心の座標（Ｘ・Ｙ）を算出
• マシンガイダンスにより、専用保持装置の先端の座標（Ｘ・Ｙ）をブロック中心の座標を
合わせることでブロックの位置を正確に把握し据付

• ブロックの方向は「ブロック積み方向ガイダンスシステム（試行）」を併用

導流堤（ブロック積み）の
３次元データ

各ブロック中心の
座標（Ｘ・Ｙ）を算出

ブロック据付時の
専用保持装置

先端に
座標（Ｘ・Ｙ）を
取得

操作状況

ブロック積み方向
ガイダンスシステム
（重機リース会社の

試行技術）

操作状況

ＩＣＴモニター

重機搭載カメラ映像
モニター バケット稼働範囲

は掘削設計面まで

掘削状況

■掘削工、異形ブロック据付における床付面の整形

■砂防導流堤工（異形ブロック据付）

• 巨石積みの３次元データを作成し、巨石積の設計表面（最突出部）の面を構成
• 巨石をおおよその位置に置き、マシンコントロールにより、設計表面（最突出部）までバ
ケットで巨石を押し込むことで巨石積の設計表面を正確に把握し施工

■砂防導流堤工（巨石積み）
導流堤（巨石積み）の

３次元データ 操作状況
施工状況

斜面崩壊の危険度が高い「有峰二の谷」において、砂防堰堤新設のため砂防導流堤等の設置を施工箇所から離れた安全な操作室にて重機
を無線操作する遠隔施工（無人化施工）にて実施。
「距離や奥行きなどがわかりずらい」無人化施工において、ＩＣＴ技術（マシンコントロールおよびマシンガイダンス）等を併用し、掘
削時の過掘り防止やブロック据付け時の補助を行い、施工性・品質・安全性の向上を図った。

二の谷

湯川

無人エリア
有峰二の谷砂防堰堤
（新設中）

堆積土砂掘削
砂防導流堤

遠隔操作室の状況

二の谷

稼働中の無人重機

ＢＨ0.8m3
（土砂掘削）

ＢＨ1.4m3
（ブロック据付）

ＣＤ11ｔ
（ブロック運搬）

ＢＨ0.45m3
（カメラ車専用）

表面まで巨石
を押し込む

立山砂防事務所

富山湾
常
願
寺
川

立山有峰地区渓岸対策

位置図

有峰地区
渓岸対策

富山県

石川県 H23.6撮影

（崩壊前）

湯川

H23.10撮影

（崩壊後）

湯川

【Ｈ２３年有峰二の谷斜面崩壊】

施工内容に
よって
MCとMGを
使い分け!!

巨石積設置状況



工 事 名：Ｒ７有峰地区渓岸対策（二の谷）工事
工 期：Ｒ７．６．２～Ｒ７．１０．３１
工事内容：掘削 [無人化施工]V＝１１，６００m3

転石破砕 [無人化施工] 一式
土砂運搬 [無人化施工]V＝１１，６００m3

有峰
二の谷

湯川

無人エリア有峰二の谷
第１号床固

有峰二の谷
砂防堰堤
（新設中）

“有峰二の谷”から流出する土砂捕捉を目的とした「有峰二の谷砂防堰堤」の整備を行うにあたり、砂防堰堤工事の
有人施工エリア確保のため河床内の堆積土砂撤去（掘削・運搬）を施工箇所から離れた安全な操作室にて重機を無線
操作する遠隔施工（無人化施工）にて実施した。
「人が立ち入れない」「距離や奥行きなどがわかりづらい」無人化施工において、ＢＩＭ/ＣＩＭを活用し「現場を
見える化」することにより施工計画を立案した。
ＩＣＴ技術を併用し、掘削時の過掘りを防止。また湯川の継続的な流水により河床形状が変化し、所定断面が維持で
きない条件のため、施工履歴データを用いた出来形管理を採用し、施工性・品質・安全性・生産性の向上を図った。

R7有峰地区渓岸対策（二の谷）における「無人化施工」

立山砂防事務所

富山湾
常
願
寺
川

立山有峰地区渓岸対策

位置図

有峰地区

渓岸対策

富山県

石川県 H23.6撮影
（崩壊前）

湯川

H23.10撮影
（崩壊後）

湯川

【Ｈ２３年有峰二の谷斜面崩壊】 無人化施工に
BIM/CIMと
ＩＣＴは

必須な技術だね!!

24.04.22 ほくりく号撮影

有峰二の谷砂防堰堤
（新設中）

無人エリア

有峰二の谷
第１号床固

Ｒ６ 掘削
[無人化施工]

Ｒ６ 導流堤設置
[無人化施工]

Ｒ７ 掘削・運搬
[無人化施工]

湯川

ＢＨ0.8m3
（土砂掘削）

ＢＨ0.8m3
（転石破砕）

稼働中の無人化建機

ＣＤ11ｔ
（土砂運搬）

■ＢＩＭ/ＣＩＭを活用し「現場を見える化」

工事関係者と
作業計画の打合せ

（施工ステップ等を可視化）

土工と現況地形のモデルの
重合せによる既設構造物等

との干渉有無を確認

■ＩＣＴ（ＭＣ）を活用し過堀り防止
施工履歴データを用いた出来形管理

有峰二の谷 全景

施工計画や建機配置計画等
の立案・検討 工

事
の
途
中
に

進
入
路
が
変
更
し
ま
す

遠隔操作室の状況

ＩＣＴ カメラ映像

ディスプレイ関係

平面表示が
緑着色になれば

設計値以内
設計面と
バケット爪先の
標高較差

施工履歴データのクラウド化

施工履歴データは
リアルタイムで
グラウトに反映

自動で
点群処理化し

設計データとの
標高較差を算出

自動で
施工済数量を

算出

出来形管理 出来高管理

立山砂防事務所
T a t e y a m a S A B O O f f i c e

MCによる掘削
施工履歴データの表示
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“滝谷”では土砂生産抑制を目的に不透過型砂防堰堤の数基の配置が計画され、現在、滝谷第２号砂防堰堤が建設中
であるが、Ｒ７年５月のヘリ調査において土石流の発生を確認。
そのため、急遽、工事内容を滝谷２号Ｃｏ打設から滝谷１号堆砂敷に異常堆積した土砂の撤去（掘削・運搬）を遠隔
施工（無人化施工）で行うことに変更し、下流域の安全度向上を図った。
「人が立ち入れない」「距離や奥行きなどがわかりづらい」無人化施工において、ＢＩＭ/ＣＩＭやＡＲ（拡張現
実）、携帯用遠隔モニター（タブレット型ＰＣ）を活用して「現場を見える化」し施工管理を行った。
ＩＣＴ技術を併用し、掘削時の過掘りを防止。また滝谷の継続的な流水により河床形状が変化し、所定断面が維持で
きない条件のため、施工履歴データを用いた出来形管理を採用し、施工性・品質・安全性・生産性の向上を図った。

滝谷砂防堰堤群における「無人化施工」

立山砂防事務所

富山湾
常
願
寺
川

立山滝谷砂防堰堤群

位置図

滝谷砂防

堰堤群

富山県

石川県

工 事 名：Ｒ６滝谷第２号砂防堰堤工事※繰越工事
工 期：Ｒ６．６．１～Ｒ７．１０．３１
工事内容：掘削 [無人化施工]V＝２，５００m3
（R7年度）土砂運搬 [無人化施工]V＝２，５００m3

滝谷

湯川

鷲岳（2,617m） 斜面が崩壊

（発生源）

滝谷２号

（建設中）

滝谷１号

（Ｒ２完成）
湯川１５号
（建設中：別途工事）

R7.5 土石流の発生状況

滝谷

無人エリア有人エリア

滝谷１号
（Ｒ２完成）

滝谷２号
（建設中）

遠隔操作室
（主に無人キャリアダンプ操作）

目視操作場 ②
（主に無人バックホウ操作）

目視操作場 ①
（主に無人バックホウ操作）

掘削・運搬
[無人化施工]

残土処理場

遠隔操作室の状況
（無人キャリアダンプ操作）

目視操作場②の状況
（無人バックホウ操作）

ＢＨ0.8m3
（土砂掘削）

ＣＤ11ｔ
（土砂運搬）

稼働中の無人化建機

■ＢＩＭ/ＣＩＭやＡＲ、タブレットを活用し
「現場を見える化」

現場でＡＲを活用し
工事関係者と打合せ

※現場内にはWi-Fi環境を構築

ＩＣＴ
モニター

■ＩＣＴ（ＭＣ）を活用し過堀り防止
施工履歴データを用いた出来形管理

土工と現況地形のモデルの
重合せにより土量算出

立山砂防事務所
T a t e y a m a S A B O O f f i c e

ＢＨ0.8m3のバケット

CD11tの
荷台（ベッセル）

タブレット

目視操作場では、タブレットにアームカメラ映像を表示し
積み込み作業を補助

施工履歴データの
３次元データ

MCによる掘削

無人化建機の
通信特性を

考慮した対応が
必要ということが
わかったよ!!

滝谷は急峻・狭隘な谷地形であり、遠隔操作室と河床
の高低差が大きく見通しがきかない。
当工事が導入した無人バックホウ（2.4ＧＨｚ帯小電力
無線）は重機とプロポ間に障害物があると通信途絶が
発生。（遠隔操作室の壁等が障害）
そのため、直接目視できる操作場を設置した。
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別当谷上流砂防堰堤群における無人化施工 北陸地整：金沢河川国道事務所

別当谷上流砂防堰堤群では、損傷した砂防堰堤の機能回復を図る工事にあたり、平成16年に発生した土石
流痕跡をもとに無人施工エリアを設定し無人化施工を行っている。
令和5年までに工事用道路の造成が完了しており、令和7年度は別当谷上流第34号砂防堰堤左岸において
土工及びブロック据付を実施する。

別当谷

H16土石流痕跡

無人施工区間

有人BH

無人BH

無人不整地
運搬車 操作室

有人施
工
区間

無人施工エリア設定（R5工事）

別当谷上流砂防堰堤群

別当谷上流第34号砂防堰堤
工事名：Ｒ７別当谷下流法面対策他工事

工 期：令和７年６月～令和７年１１月

場 所：石川県白山市白峰地先（別当谷）

受注者：(株)風組

工 種：無人化施工による土工
ブロック据付

別当谷

甚之助谷

有人エリアから現場を望む

操作室

33号

ブロック据付状況

埋戻し状況
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猿谷

24.04.22 ほくりく号撮影

無人化施工
活用箇所

崩落斜面

拡大写真

湛水池

施工イメージ（上流より）

掘削

崩落斜面

湛水池

○ 令和６年能登半島地震に伴い発生した土砂災害では、二次災害のおそれのある河道閉塞箇所において、応急対策工事で無
人化施工を活用。

○ 石川県輪島市の河原田川（市ノ瀬）では仮排水路の整備にあたっては、崩落斜面の法尻部の掘削を行う必要があるが、工事
の安全上、立ち入りを制限する区域での作業となることから、バックホウによる掘削やクローラダンプによる土砂運搬作業を
１５０ｍ先から遠隔制御にて作業を実施した。これにより、工事の安全性を確保をしながら出水期前の５月末までに応急対策
工事（仮排水路の整備）が完了した。

操作状況（写真右：操作員）無人バックホウ稼働状況

無人化施工の活用事例 河原田川水系（市ノ瀬） 北陸地方整備局 能登復興事務所
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○ 令和６年能登半島地震により甚大な地すべり被害が発生した石川県輪島市市ノ瀬地区では、掘削時に法面崩落等の二次災害の
おそれがある環境下において災害復旧工事を実施。

○ 遠隔操縦が可能な無人バックホウ等を導入することにより、砂防堰堤の施工に伴う床掘り作業や土砂運搬を安全かつ効率的に推進。
○ 遠隔操作ﾊﾞｯｸﾎｳ（1.4m3：1台）については、現地から約３２０㎞離れた大阪市からの操作を行い、人員確保に係るコスト削減するととも

に、新たな働き方にも貢献。

遠隔操縦による災害復旧（市ノ瀬地区） 北陸地方整備局 能登復興事務所

＜工事概要（市ノ瀬地区）＞

●工事名
令和６年能登半島地震河原田川

緊急復旧工事
●場 所
石川県輪島市市ノ瀬町、熊野町

●工 期
R6.1.23～R8.3.31

●受注者
鹿島建設（株）

●工種
砂防土工（床堀、土砂等運搬）

●遠隔操作機械
1.4m3ﾊﾞｯｸﾎｳ ･･･ 1台（現地）
10tｸﾛｰﾗﾀﾞﾝﾌﾟ ･･･ 5台（現地）
1.4m3ﾊﾞｯｸﾎｳ（ICT）…1台（※）

現地遠隔操作室

遠隔施工実施箇所

砂防堰堤

市ノ瀬地区現地写真

湛水池

崩壊斜面

◆頭部の排土作業 （有人操作、遠隔操作 併用）
◆堰堤掘削（大阪からの遠隔操縦）

※大阪市福島区（協力会社本社より
遠隔操作（冨島建設））

大阪市より遠隔操作

19施工県外からの遠隔施工概要図

通信距離約320Km

輪島市

大阪市

現地遠隔操作
県外からの遠隔操作



○ 崩落斜面の倒木・浮石・土砂撤去を行うにあたり、崩落斜面の頂部は、工事の安全上、立ち入りを制限する区域となることから、
バックホウによる倒木・浮石・土砂作業をロッククライミングマシーン（RCM）を活用した遠隔施工にて実施することにより、工事の安
全性を確保をしながら応急復旧作業を実施。

遠隔操縦による災害復旧（熊野地区） 北陸地方整備局 能登復興事務所

＜工事概要（熊野地区）＞

●工事名
令和６年能登半島地震

河原田川緊急復旧工事
●場 所

石川県輪島市市ノ瀬町、熊野町
●工 期

R6.1.23～R8.3.31
●受注者

鹿島建設（株）

●遠隔操作機械

ﾊﾞｯｸﾎｳ（RCM） ･･･ 1台

RCM

操作員

RCM

アンカーとワイヤー
ロープで重機を固定 有人操作と遠隔操作を

併用しながら作業を実施
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汎用遠隔操縦装置「サロゲート」を活用した県外からの無人化施工 北陸地方整備局 能登復興事務所

工 事 名：令和６年度能登半島地震地すべり（曽々木･渋田）緊急復旧工事
活用企業：株式会社 大林組
開発企業：株式会社 大林組、大裕 株式会社（NETIS番号 KT-200123-A）

・令和６年能登半島地震及び同年９月の大雨により甚大な地すべり被害が発生した石川県輪島市町野町曽々木地区では、落石等による二次
災害の恐れがある環境下で災害復旧工事を実施している。

・県外のオペレーターが地元からでも重機を遠隔操縦できるようにすることにより、安全かつ効率的に災害復旧工事を推進するとともに、
オペレーター不足の解消に寄与する。

○国道２４９号（曽々木工区） 施工者：（株）大林組

遠隔操縦概要図（(株)大林組提供）曽々木地区の全景

遠隔操縦により稼働する無人バックホウ 遠隔操縦状況（操縦室内の操縦席）千葉県君津の操縦室

八世乃洞門新トンネル
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○ 法面崩壊した斜面上の堆積土撤去において、崩壊地であるため標準型バックホウでの登坂ができない急崖斜面
かつ法長が100m以上あり、斜面上には転石や根株も点在するため安全面や品質面からリモコン式の無人化掘削
工法を採用した。

○ 本工法は滑車ならびに法肩からワイヤー２本で掘削機を斜面に下げて掘削を行うものであり、比較的横移動もし
やすい工法である。オペレーターは機械と掘削箇所が見える場所でウインチと掘削機の操作を行う。本工事ではさ
らに掘削機にカメラを取付る事により安全な平場等で操作する事ができ、さらに安全性が向上した。

○ 従来の人力施工と比較して安全性の向上かつ工期の短縮、支障物を除去できることによる品質向上となった。

工事概要(R7)
砂防土工

掘削（無人化施工） 1700m3
除根 14本
法面整形 2530m2

法面工
法枠工（200×200) 380m2

仮設工 一式

無人化施工の活用事例（SCM工法） 北陸地方整備局 神通川水系砂防事務所

掘削範囲

高原川

貝塩第２号砂防堰堤

位置図

石川県
長野県

富山県

神通川水系

直轄砂防事業

②遠隔操作用モニター①リモコン
左：ウインチ 右：掘削機

③遠隔操作用カメラ

①

②

③

操作風景

無人化機械掘削状況 22



○令和３年８月１３日の豪雨に伴う出水により発生した土砂災害において、岐阜県中津川市の地獄谷第４砂防堰堤で３１，０００m3

の土砂や流木を捕捉し、下流の保全対象である川上地区の被害を未然に防止した。
○捕捉した流木や土砂の内、堰堤スリット付近では土砂と流木とスリット部の空隙が交錯し不安定な状況となっているため、作業

員の安全に配慮した土砂撤去方法として、簡易遠隔操縦装置（ロボQS）を用いた無人化施工を採用。下流の工事用道路が令和
５

年度に完成したことから、令和６年７月より掘削作業を開始しており、工事の安全を確保しながら応急対策工事を実施中。

23

猿谷

24.04.22 ほくりく号撮影

拡大写真

施工イメージ（上流より）

R6簡易遠隔操縦装置（ロボQS）を活用した無人化施工の事例（中部地方整備局）

無人バックホウ稼働状況

R6年度掘削箇所

地獄谷第４砂防堰堤

地獄谷第１砂防堰堤

地獄谷第３砂防堰堤

地獄谷第２砂防堰堤

（R3.8出水・閉塞）

土砂流出

満砂

中津川第７
砂防堰堤

位置図

堆積土砂
掘削範囲

地獄谷第4号
砂防堰堤

ロボQS搭載状況

かおれ

操作状況（写真左：操作員）

至：川上地区
かおれ



鋼製スリットから１０mをロボQSで掘削

○ 無人化施工実施の経緯、概要
・木曽川水系の上流域は重荒廃地であり、令和3年8月の豪雨で土石流が発生し、地獄谷第4砂防堰堤は流出土砂及び流木を補足し満砂となった。
・地獄谷砂防堰堤では、再度災害防止の目的から除石工事を行っている。
・透過部（鋼製スリット部）から約10mの範囲は土砂抜けの可能性があるため、無人化施工「ロボQS 」での施工を行った。

○ 今回事例について具体的な実施内容
・鋼製スリット部からの土砂流出の可能性があるため、鋼製スリットから１０ｍの範囲を「ロボQS 」で遠隔施工を実施。

○ 無人化施工実施の効果
・「ロボQS 」を使用して無人化施工することで安全に配慮した施工が可能となった。

R7無人化施工「ロボQS 」の活用事例 中部地整：多治見砂防国道事所

木曽川砂防
（中津川市）

工事概要等
【工事名】 令和6年度 木曽川水系地獄谷除石工事
【工 期】 令和7年4月1日から令和8年1月30日
【受注者】 （株）吉川工務店
【工事概要】

砂防土工1式（７４００m3）
無人化施工実施２００m3

仮設工1式

地獄谷砂防堰堤除石工事

簡易遠隔操縦装置
（ロボQS）

ロボQS リモコン

バックホウ
（ロボQS 装着）

「ロボQS 」を使用した施工

10m 10m

操縦者
（ロボQS リモコン）

24



市町村からの要請により簡易遠隔操縦装置（ロボQS）を活用し復旧工事を行った事例（中部地整）

○ 令和６年９月１９日に発生した静岡県静岡市葵区の山間部を走る林道東俣線における斜面崩壊が発生し、一般の登山者や近
隣工事の作業員など少なくとも１４８人が一時孤立。

○ 斜面崩壊により林道上に堆積した土砂の撤去作業には、二次災害防止の観点から作業員の安全性を確保しながらの施工が
必要となることから、静岡市が中部地方整備局へTEC-FORCEの協力を要請。

○ 土砂の撤去作業には中部地方整備局が保有している簡易遠隔操縦装置（ロボQS） を取り付けたバックホウを活用することに
より、安全かつ迅速に土砂の撤去作業を行うことが可能となり、５日後の令和６年９月２４日に通行止めの解除が可能となった。

写真：静岡市提供

静岡市HPより 静岡市HPより

9/21 土砂撤去前 9/24 土砂撤去後

中部地整TEC-FORCE部隊による
ロボQS取り付け作業状況

土砂撤去作業状況

林道東俣線
林道東俣線

至 静岡市街

至 赤石ダム

写真：静岡市提供

B H 操作員

25



■大沢崩れの崩壊対策は、落石の恐れがある危険な現場であるため、３次元測量やヘリコプターを使った上空からの施
工を実施してきました。谷底での作業では、安全を確保するため、作業員が重機に乗って操作することができません。
そのため離れた場所からの目視、もしくはカメラ映像をモニターで確認しながら操作することができる無人化施工バッ
クホウを活用しています。

富士山源頭部調査
工事箇所

モニターを用いた遠隔操作

遠隔操作による掘削工 リモコン操作による掘削工

ヘリコプターでのコンクリート打設

大沢崩れ

無人化施工の活用事例（中部地方整備局：富士砂防事務所）
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猿谷

24.04.22 ほくりく号撮影

拡大写真

無人バックホウ稼働状況

○ 富士山火山噴火時の緊急減災対策を想定して、無人化施工バックホウによる盛土（延長約60m）の
試験施工を実施した。

○ 無人化施工バックホウは、中部地方整備局が保有している簡易遠隔操縦装置（ロボQS)を装着した
バックホウを使用した。

無人化施工による試験施工（仮設盛土） 中部地整：富士砂防事務所

【施工概要】
実施箇所：富士山大沢川遊砂地（静岡県富士宮市上井出地先）
実施期間：令和７年１１月１０日～２１日（実働１０日間）
施工内容：盛土（延長約60m、盛土量約1,000m3)

【作業員の感想】
・操作について、一日目は感覚がつかめずに苦労したが、２日目からは問題なく操作ができた。
・離れた場所からの操作では、地山とバケットの距離感がつかめなかったり、旋回した時に死角になったりして操作が難しかった。
（地山や路肩の状況も把握が難しいので、安全面に不安を感じた。）
・乗車時の体感が得られないので、重機にかかっている負荷がわかりにくかった。

大沢川遊砂地
（静岡県富士宮市）

簡易遠隔操縦装置（ロボQS)は、災害発生
時など、現地において装置を既存のバック
ホウに取り付け、無人遠隔操縦機械として
使用することを可能にする装置です。

約５ｍ

約１１ｍ

約２ｍ

A

A

A-A断面

盛土完成状況

施工時の状況
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無人化施工及び自動化施工の活用事例（近畿地方整備局：紀伊山系砂防事務所）

2828



を用いて崖錐堆積物と伐根、

■台風による記録的な大雨により大規模な斜面崩落が発生。
本工事は、崩壊斜面の安定化を図るための斜面対策工事で
ある。斜面は再崩落の危険性が高いため、高所無人掘削機
(セーフティークライマー工法)を用いて崖錐堆積物と伐根、
倒木の撤去を行った。

【セーフティークライマー工法とは】
高所無人掘削機(通称ケンファイター)を使用し、Vの字に
ワイヤーを張って機械を吊り、オペレーターは送信機にて
遠隔操作をする工法。

効果：作業箇所と距離を取ることによる安全性の確保
掘削、伐根作業に伴う作業人員の削減

無人化施工の活用事例（近畿地方整備局：紀伊山系砂防事務所）

29

危険箇所の無人化施工

(紀伊山系砂防での事例)(紀伊山系砂防での事例)

＜機械配置状況＞＜機械配置状況＞ ＜遠隔操作状況＞＜遠隔操作状況＞ ＜ウインチ固定状況＞＜ウインチ固定状況＞

オペレーター

ワイヤー

ケンファイター(0.16m³級BH) ワイヤー

ウインチ

施工範囲

ワイヤー

高所無人掘削機

バックホウ(0.45m³級)
ウインチ、発電機

ウインチ固定用
バックホウ(0.45m³級)



直轄砂防現場におけるi-Construction2.0先進事例の取り組み

広島西部山系砂防事務所で実施している砂防事業箇所は、狭隘で危険箇所内での工事が多く、地上型３Ｄレーザーを搭載した
自律歩行ＡＩロボットを使用した３次元測量や立入制限区域内における重機の遠隔施工、施工計画から出来形管理までをクラウ
ド管理でオフサイト化するなど、工事進捗の円滑化・省力化に繋がる対策を各受注者が試行的に取り組んでいる。

30

【 遠隔施工実施状況 】

高精度で安全な３次元測量の自動化としてAIロボットと地上型レーザス
キャナ・SLAMレーザスキャナの組み合わせを活用し、土工だけではなく構
造物も含め３Ｄモデルにヒートマップを重ね合わせ出来形管理等で活用。

オートメーション化による生産性向上に向けた取り組みとして、重機の遠
隔操作での施工を行い、無人化施工での実証を実施。
マシンコントロール重機を活用した施工の効率化や現場内のネットワークを
活用した重機側の設定や操作などに取り組み作業を効率化。

【 ３Ｄレーザーを搭載したＡＩロボットによる現地測量 】

現場事務所

AIロボットを活用した
３次元データ

AIロボット

砂防堰堤とCIMデータ
との重ね合わせ

遠隔操作中の
重機

i-Con2.0に向けた取り組みとして
砂防現場における遠隔施工の活
用拡大を目指して有視界により
実証施工中

【 クラウド活用による情報共有 】

確認・指導等

監督職員(国)

クラウド活用でリアルタイムに更新され
た情報をもとに、本社・監督職員が現場
状況をモニターで情報共有することで、
工事進捗の円滑化・省力化に繋がった。

各機器による計測

広島西部山系砂防事務所



■四国で今後起こりうる南海トラフ地震や豪雨により発生する河道閉塞等に備え、急峻な山間部において安全な施工を実現する
ため、無人化施工の現場実装を図る。

■掘削・運搬作業を１人の作業員が遠隔操作にて実施し、施工性・通信環境等の課題の抽出を図る。

■砂防現場における遠隔施工の普及に向けて、令和7年9月19日に地元建設業者を対象とした現場見学会を開催し、遠隔操作体

験を実施。

■将来的には、遠隔施工が普及することで建設業の働き方の改善や新規労働者の参入に寄与。

吉野川水系直轄砂防事業における遠隔施工の取組み（試行）

【工事概要 】
工事名：令和6-7年度 吉野川水系熊谷第４堰堤工事
発注者：四国地方整備局 四国山地砂防事務所
受注者：（株）姫野組
主な工事内容：

・コンクリート堰堤工 約1,520m3

・砂防土工 約6,000m3

【見学会概要】
建設業者15社39名、マスコミ2社（NHK、建設通信新聞）
他関係者含め 合計 約54名

遠隔バックホウ

遠隔キャリアダンプ

遠隔施工の実施状況

堰堤掘削
範囲

今回施工
範囲

バックホウとキャリアダンプの操作の
切り替えはスイッチ一つで実施

遠景写真

祖谷のかずら橋

熊谷第４堰堤

四国地整：四国山地砂防事務所
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四国地方整備局では、無人化施工機械の操作訓練を実施し、オペレーターの育成支援・危険箇所の
工事の安全性の向上を目指す。
○令和5年度無人化施工実績 ：２件
○遠隔操作式バックホウ工法、セーフティークライマー工法、ロッククライミング工法

崩壊斜面等において無人化施工を活用した事例

土砂・倒木撤去

池ヶ谷堰堤

セーフティークライマー工法 ロッククライミング工法

遠隔操作式バックホウ工法 池ヶ谷堰堤

遠隔操作による積込

ヤナギ谷砂防堰堤他 大谷川第２号堰堤他

操作室より操作

遠隔操作による作業状況

重機からの映像

現場内の映像
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四国地整：四国山地砂防事務所
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企業による無人クローラダンプの自動走行の取組事例

工 事 名：令和5年度赤松谷川除石土砂運搬工事
工 期：2023(R5)6月21日～2024(R6)1月31日
施工業者：宅島建設(株)（長崎県雲仙市小浜）
協力会社：(株)ショージ（福岡県大野城市）、西尾レントール(株)（大阪府大阪市）
工事内容：赤松谷川に堆積した土砂撤去約１８，０００m3

無人化施工（遠隔操作）にて掘削・運搬(仮置場(有人施工箇所)まで)
現場環境：警戒区域※内での施工

■課題
・クローラダンプの遠隔操作は、オペレータが搭乗して行う

作業に比べるとモニターを注視しての作業のため常に緊張
感が続き精神的な負担が大きい。

■実施内容
・遠隔操作ＣＤ１台と自動走行ＣＤ２台の併用で施工
・自動走行の稼働率は４２％（自動走行２５日／全体６０日）

■クローラダンプ自動走行化の効果
・オペレータは自動走行中はモニターの監視のみになり精神

的な負担の軽減に繋がった。

自動走行モニター画面

※災害基本法第63条にもとづく警戒区域（同区域内への人の立入りが制限されている）

自動走行モニター注視状況

ＣＤ移動
遠隔操作１台
自動走行２台
約３００ｍ

■クローラダンプ自動走行化の課題
・掘削場所や仮置場は自動から遠隔に切りかえての作業が必要

（掘削箇所やダンプアップポイントが移動するため）

掘削場所 仮置場

警戒区域

ＢＨ
(遠隔操作)

操作切替え

自動走行
Ｌ＝約３００ｍ

操作切替え

警戒区域外

ＣＤ
(遠隔操作)

ＣＤ
(自動走行)

ＣＤ
(遠隔操作)

ＢＨ
(有人)

施工イメージ

【自動走行システムを搭載したクローラダンプ（２台）】【自動走行システムを搭載したクローラダンプ（２台）】

九州地整：長崎河川国道事務所



猿谷

24.04.22 ほくりく号撮影

拡大写真

○ 雲仙・普賢岳では平成２年からの噴火災害により立入が制限された警戒区域の設定設定により平
成６年度より本格的な無人化施工を実施している。

○ 令和２年６月から水無川の一部で直轄砂防管理着手に伴い地元企業での無人化施工を開始。
○ 令和５年度工事ではクローラダンプの一部走行区間での自動走行を実施しオペレータの精神的負

担軽減に繫がった。
○ 今年度は自動化施工ブルドーザの試験施工また、除石作業において遠隔式ブルドーザの投入を行

い、作業効率の向上及び検証を行う。

工事概要

工事名：令和7年度赤松谷川堰堤群補修その他工事
工 期：令和７年８月１９日～令和８年３月１９日

主な工事内容

・掘削(無人化施工) 11,000m3
・根固めブロック据付 790個（施工予定）

雲仙・普賢岳における無人化施工の取り組み

位置図 自動走行モニター画面

自動走行モニター注視状況

ＣＤ移動
遠隔操作１台
自動走行２台
約３００ｍ

クローラダンプの自動走行

自動化施工ブルドーザの試験施工

根固めブロック設置状況（把持装置） 根固めブロック設置状況（把持装置）

ブルドーザー無人化施工状況
（遠隔操作状況）

ブルドーザー無人化施工状況
（遠隔操作状況）

施工イメージ：過年度工事状況より 施工イメージ：過年度工事状況より

九州地整：長崎河川国道事務所
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県道２６号

鍋山

黒神中 ●

黒神小 ●

昭和火口

黒神川１号堰堤

南岳火口

遊砂地（通称：地獄河原）

黒神集落

火口から３km

【固定】遠隔操作室

【固定】無線基地局

【移動】カメラ車①

【移動】カメラ車②

【移動】カメラ車③

【移動】無線中継車

【固定】カメラ②
【固定】カメラ①

【遠隔操作】クローラダンプ①【遠隔操作】クローラダンプ②

【遠隔操作】バックホウ①

■遠隔操作室内部

■施工状況

■遠隔操作室

【遠隔操作】バックホウ

【遠隔操作】クローラダンプ

R6無人化施工の活用事例（九州地方整備局：桜島）
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既存の無人化施工の技術を活用し、地場業者で無人重機による試験施工を実施。（土石流により流
出した土砂の除石工事）

■現場での工夫等

○運搬路を広げ、クローラダンプ離合の際に、衝突・接
触の危険性をなくすことによる施工速度の向上。

○遮蔽物による電波の遮蔽により、重機の誤動作や
停止の懸念があったことから、中継基地を配置する
ことで通信環境の改善を図り、重機への正確な信号
を送ることで、安全に遠隔施工を実施。

●中継方式（中継局＋メッシュLAN）
無人化施工方式＝第三世代（第二世代＋情報化施工）を採用

中継車（中継局）

遠隔操作式建設機械
（車載カメラ搭載）操作室（オペレータ）

BH
CDCD

第一黒神川の土砂を導流するために除石

九州地整：大隅河川国道事務所



無人バックホウ稼働状況

○ 桜島島内においては噴火警戒レベル上昇に伴い火口から3km以内は立入禁止区域となるため、有
事に備え、通常の除石工事から無人化施工の導入を進めている。

○ バックホウおよびクローラーダンプによる除石工事を映像視認によるネットワーク方式の遠隔操作で
実施している。また、バックホウにはマシンガイダンスシステムを導入しICT施工を実施している。

○ 無人化施工箇所から700m離れた有人施工のエリアから、バックホウ・クローラーダンプ・移動カメラ
車を遠隔操作し、所定の土砂量を安全に除石を行うことが可能であった。

R7無人化施工の活用事例（九州地方整備局：桜島）

＜工事概要＞
【工事内容 】
除石工（8,200m3）

【無人化設備】
遠隔操作式バックホウ×２台、
遠隔操作式クローラーダンプ×２台、
移動カメラ車×３台、無線中継局×１台、
固定カメラ×３台、遠隔操作室

【現場環境】
噴火警戒レベル上昇に伴い、火口から
3km以内は立入禁止であることを想定

施工箇所位置図

無人化施工状況
（遠隔操作式バックホウ）

無人化施工状況
（遠隔操作式クローラーダンプ）

無人化施工状況
（遠隔操作室）

無人化施工概念図

施工箇所拡大図

昭和火口
南岳

立入禁止区域
（火口から2ｋｍ）

九州地整：大隅河川国道事務所
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長野県 上田建設事務所 遠隔施工の取り組み

〇・長大（掘削高約14ｍ）な急斜面で、伐採後の根あり

・通常の機械では急傾斜を登坂できず、人力掘削では抜根や土砂運搬が困難な状態

⇒「高所無人掘削機（セフティークライマー工法）」による作業員の安全確保・斜面上での作業効率化

〇その他の法面工事でも活用できるものとし、県職員及び市職員を対象に現場見学会を実施

-工事概要-

・実施時期 ：令和７年５月９日

～令和７年５月19日

・受注者 ：更水建設工業株式会社

・内容 ：アンカー工76本

横ボーリング工5本

※セフティークライマー工法

掘削455.50ｍ3

法面整形1092.2㎡

上田市 尾野山

全景写真

Fブロック

Dブロック

Eブロック

Gブロック

急斜面の状況

オペレータ

高所無人掘削機（セフティークライマー工法）

位置図
現場説明会

施工範囲

施工箇所 37



三部地区急傾斜地崩壊対策事業は、最大がけ高56ｍ、最大勾配51度の急傾斜地崩壊危険箇所で人家１８戸を保
全するものである。本事業の切土工において、リモコン操作による無人化施工機械を用いるセーフティクライ
マー工法（SCM）を採用しており、安全且つ効率的な施工を実現している。

【事業概要】
事 業 名：三部地区急傾斜地崩壊対策事業
事業内容：既設ブロック積補強、待受式擁壁工

法枠工

無人化施工の活用事例（鳥取県）

38

位置図 施工の様子

全景

三部地区三部地区

リモコン操作による掘削リモコン操作による掘削

当現場は、最大勾配５１
度と急傾斜であり、有人
機を用いった作業では重
機が転落する恐れがある
為、セーフティクライ
マー工法を採用し、崩落
や落石による事故のリス
クの低減を図った。

当現場は、最大勾配５１
度と急傾斜であり、有人
機を用いった作業では重
機が転落する恐れがある
為、セーフティクライ
マー工法を採用し、崩落
や落石による事故のリス
クの低減を図った。



猿谷
24.04.22 ほくりく号撮影

無人バックホウ稼働状況

○ 下谷中地区急傾斜地崩壊対策事業は最大がけ高77m、傾斜角度30°以上の自然斜面の崩壊から、
斜面直下の人家7戸、避難路（市道）を保全するものである。

○ 本事業の掘削工において、急傾斜地での作業員の安全確保が課題であることから、リモコン操作に
よる無人化施工機械を用いるセーフティークライマー工法により施工

無人化施工の活用事例（島根県）

位置図 工事概要

掘削工、吹付枠工、待受式擁壁工

7359
ﾊ□ □゙ｯ□ｸ□ ﾎ□ｳ□0.45m3級(ウイン

ウインチ

滑車

滑車

ｱ□ﾝ□ｶ□ □ー ｱ□ﾝ□ｶ□ □ー

ｱ□ﾝ□ｶ□ー □

ﾊ□ □゙ｯ□ｸ□ﾎ□ｳ□0.2m3級(積込)
※上部で作業時には退避する

4tダンプトラック

ﾊ□ □゙ｯ□ｸ□ﾎ□ｳ□
(ｹ□ﾝ□ﾌ□ｧ□ｲ□ﾀ□ □ー 0.16m3級)

重機オペレータ―
(リモコン操作)

KI-1

CT.2

CT.3

本谷橋

T 伊萱支16

ビニールハウス

階段
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床掘埋戻
（良質土）

埋戻

吹付枠工 300×300－2000×2000

C他

落石防護柵工

重力式待受擁壁工

不透水材

埋戻

7
.0

0

7
.
0
0

裏込砕石
RC-40

基礎砕石
RC-40

A=8.0 m2

0.40

崩壊土砂量ポケット

(捕捉量)

水抜きパイプ
VUφ75

2.00

フィルターマット

張コンクリート
t=10cm

水路工

BF300
角F400

床掘余裕幅
0.50

2.22 0.38

2.60

10%

10%

標 準 断 面 図 S=1:50

【1-1工区】

切
土
法
面
整
形
工

施工形態図 施工の様子

施工範囲

着手前 完成

✓ 重大災害の防止 ： 墜落・滑落などの危険作業を排除

✓ 作業員の負担減 ： 作業員の身体的、精神的負担を軽減

操縦者

ミニバックホウ
（SCM仕様）

ミニバックホウ
（SCM仕様）

ワイヤー

操縦者

セーフティークライマー工法・・・
Vの字にワイヤーを張って機械を吊り、
無人機械を遠隔操作する工法

掘削高さ
H≒25m

事業位置
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砂防現場における無人化施工講習会等の事例



◆浅間が噴火した場合には、積雪期の融雪型火山泥流や噴火後の降雨による土石流の発生が予想されます。
◆緊急対策工事にあたっては、作業員の安全を確保するため、遠隔操縦式建設機械を使用した無人化施工が想定される
ことから、Ｒ５濁川第一砂防堰堤工事の一部において、３．６ｋｍ離れた箇所から無人化施工を行いました。

◆令和５年９月２１日事務所職員、技術エキスパート（他事務所 ２９名参加）向けの無人化施工機械操作体験会を開催。
◆令和５年９月２０日当事務所災害協定会社（１７社２８名が参加）を対象とした、無人化施工機械操作講習会を開催。

無人化施工機械（左：バックホウ、右：キャリアダンプ）

キャリアダンプ操作

バックホウ操作

操作体験会（操作会場：浅間山出張所）

キャリアダンプ操作

バックホウ操作

操作体験会（施工現場会場：濁川第一砂防堰堤）

＜職員向け操作体験会＞

災害協定会社職員を対象とした操作講習会（操作講習状況）

無人化施工機械
（左：バックホウ、右：キャリアダンプ）

キャリアダンプ操作

バックホウ操作

講習会参加者、マスコミ関係 ７社

事業・システム説明

＜災害協定会社向け操作講習会＞

災害協定会社職員を対象とした操作講習会（現場見学状況）

浅間山直轄火山砂防事業における無人化施工について（１／２）
関東地方整備局
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〔遠隔操作の操縦席〕

施工箇所

掘削箇所運搬先

俯瞰カメラ

俯瞰カメラ

遠隔操作基地
（浅間山出張所）

無人化施工現場
（濁川第一砂防堰堤）

（工事中）

〔位置図〕

約３．６ｋｍ離れた箇所から、以下の作業を実施
・バックホウ（ＩＣＴ建機）による掘削作業
・キャリアダンプによる運搬作業

〔施工現場のイメージ〕

運搬経路

（上）従前のロボットと比べて、
着脱や汎用性の優れるサロ
ゲート（下）を採用

〔遠隔操作装置〕

◆キャリアダンプ ◆バックホウ

◆無人化施工では、遠隔操作式建設機械（バックホウ（ＩＣＴ建機）、キャリアダンプ）にて堆砂敷掘削と掘削
土砂の土運搬を遠隔操作により実施しました。

◆遠隔操作は、施工現場より約３．６ｋｍ離れた浅間山出張所に遠隔操作基地を設置して実施しました。
◆操作基地と施工現場の通信は国土交通省の光回線を用いました。
また、全景の画像は、試験的に衛星回線も使用しました。

地理院地図

浅間山直轄火山砂防事業における無人化施工について（２／２）
関東地方整備局



浅間山直轄火山砂防事業における遠隔施工の取組み

●浅間山直轄火山砂防事業の緊急対策工事では、噴火活動に応じて作業員の安全確保の観点から遠
隔操作式建設機械等を使用・活用した遠隔施工も想定される。このため、オペレータの方に遠隔操作
式建設機械に慣れて頂くため、災害協定会社向けに無人化施工講習会を実施。

●遠隔施工は、遠隔操作式建設機械（バックホウ、キャリアダンプ）にて掘削・運搬を、施工現場より約
３．６ｋｍ離れた浅間山出張所に遠隔操作基地を設置し、操作基地と施工現場の通信は衛星回線を使
用して行った。

- 工事情報 -

工事名：Ｒ６大日向川砂防堰堤工事

発注者：関東地方整備局 利根川水系砂防事務所

受注者：株式会社竹花組

（出典）国土地理院（電子国土WEB）ウェブサイト（http://maps.gsi.go.jp/）
地理院の地図データに工事位置等を加工して作成

- 主な技術情報 -

遠隔施工システムは、竹花組と日立建機日本により構築

衛星回線はスターリンクを使用し、相互回線のデータ補完ソフトはソリ
トンシステムズ社の「Zao Cloud」を使用
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令和5年10月16日に神通川水系砂防事務所管内工事におけるICT施工の普及等を目的に「ＩＣＴ砂防体験講習会」を開催。

ICT建機について、衛星測位方式とTS追尾方式の違いやメリット・デメリット等の知見を習得。

令和６年９月2０日に神通川水系砂防事務所の無人化施工技術の育成等を目的に「無人バックホウ操作体験会」を開催。

無人バックホウの通信方法等の学習や、実際に無人バックホウを操作し、通常操作との違いや感覚を体験した。

ICT砂防体験講習会

参加者：２３名
場 所：令和５年度貝塩第2号砂防堰堤法面対策工工事
内 容：【座学】

①．砂防現場におけるICT導入・事例について
②．R5貝塩第2号砂防堰堤法面対策工におけるICT施工の活用
③．３次元起工測量、３次元設計データの作成、

３次元出来型計測・評価、 ヒートマップ作成
【現地実習】
ICT建機の実演（掘削・法面整形）

座学 施工企画課による「ほくりくICT」の
取組み等の紹介

座学 工事受注者によるICT活用の説明

現地実習 ＩＣＴ建機（衛星測位方式）
の実演

現地実習 ICT建機（TS追尾方式）
の実演

おこじい

おこりん

無人化施工の活用事例（北陸地方整備局：神通川水系直轄砂防事業）

【平均タイム】
車両系建設機械免許の所持者 ：約３分
車両系建設機械免許の未所持者：約７分

無人化施工の概要説明 操作室での無人ＢＨ操作（古川土木事務所職員）

操作室での無人ＢＨ操作（神通砂防職員）リモコン操作による無人ＢＨ掘削

無人バックホウ操作体験会

参加者：２０名
場 所：令和６年度白谷第１号砂防堰堤改築工事
内 容：①．無人バックホウ機械・機器の説明

②．無人バックホウの操作を体験
・各自、「掘削→旋回→土砂空け→戻す」

を５回行うタイムトライアルを実施。
・参加者から「地山とバッケトの距離感がわ
からない」、「土砂掘削時の手応えがない」
などの意見が出た。



ロボＱＳ（簡易遠隔操縦装置）操縦体験会 令和６年８月１９日

○ 東濃・木曽防災対策協議会の会員各社を対象として、簡易遠隔操縦装置（通称：ロボQS）を用いた無人化施工の操
縦体験会を実施

○ ロボQSは、既存の重機（バックホウ）の操縦席に簡易遠隔操縦装置を設置することで無人化施工が可能となること
から汎用性や機動性が高く、災害時や工事の安全上、立ち入りを制限する区域内での緊急対応等において有効

○ 管内において災害が発生した際には、地域の建設会社による協力が不可欠であることから、災害協定を締結する東
農・木曽防災対策協議会の会員各社に所属するオペレーターに当該機械の操作を体験してもらうことで、緊急対応
の迅速性、安全性の向上を図った。

＜実施概要＞

■日時
令和6年8月19日（月）13:30～15:00

■場所

岐阜県中津川市阿木川上

（Ｒ５木曽川水系地獄谷除石工事 現場内）

■内容

バックホウに取り付けた簡易遠隔操縦装置の説明

及び操縦体験

■参加者（５０名）
・東濃木曽防災対策協議会の会員 ３５名、

多治見砂防国道事務所 ６名、その他 ９名
・操作体験者 １０名

■実施内容
・開発メーカーによる構造説明
・現場の声（取付・操縦について/取付注意事項等）
・操縦体験（※BH運転免許保有者に限る）

多治見砂防国道事務所

ロボQSによる無人化施工状
況

無人化施工の操縦体験会実施状
況
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無人化施工バックホウ「操作訓練」及び「見学会」 中部地整：富士砂防事務所

○ 災害復旧の現場では二次災害のおそれがあるため無人化施工重機による災害復旧工事を進めるケースが増えて
いることから、富士砂防事務所で無人化施工バックホウ「操作訓練」及び「見学会」を開催。

○ 「操作訓練」は、管内において発生した災害時に災害協定により活動する地元建設業者等を対象として実施した。
○ 「見学会」は、管内の関係自治体のほか関係機関に広く参加をよびかけ、災害対応時の事例として紹介した。

【操作訓練 実施概要】
■日時 令和７年１１月２６日（火）～１２月１２日（金）

■場所 大沢川遊砂地（静岡県富士宮市上井出地先）

■訓練対象者 管内の災害協定締結業者等

■訓練参加者 １８社３２名

■内容
参加者に、最初にリモコン操作等の概要説明した後

は、自由に操作に慣れてもらうようにした。

【見学会 実施概要】
■日時 令和７年１２月１５日（月）１３：３０～１５：３０

令和７年１２月１６日（火）１３：３０～１５：３０

■場所 大沢川遊砂地（静岡県富士宮市上井出地先）

■参加者 ６６名（１日目３９名、２日目２７名）

■参加機関
管内の災害協定締結業者、林野庁静岡森林管理署、
富士山ボランティア協会、富士教育訓練センター
御殿場市、富士市、富士宮市、富士吉田市ほか

■内容
無人化施工バックホウの操作説明及び掘削作業等の

見学、UAV自律飛行による施設点検の見学 など

「操作訓練」に参加した管内の建設業者による操作状況

「見学会」での操作説明状況 「見学会」での掘削作業の見学

46



無人化施工バックホウ「操作訓練」及び「見学会」

○ 富士砂防事務所管内の建設業者を対象として、無人化施工バックホウを用いた無人化施工の操作訓練を実施。
○ 無人化施工バックホウは「簡易遠隔操縦装置（ロボQS）」を装着した。この装置は、既存バックホウの操縦席に部品を取り

付けるだけで操作用無線機で、遠隔操縦を行うことができるものである。
○ 管内において災害が発生した際には、地域の建設会社による協力が不可欠であることからオペレーターに当該機械の操作を

体験してもらうことで、緊急対応の迅速性、安全性の向上を図った。
○ 管内自治体及び関係機関職員等を対象とした見学会においては被災時の緊急対応等の選択肢の１つとして紹介を行った。

＜実施概要＞
■日時

操作訓練（対象：管内の建設業者）
令和7年1月23日～2月14日
見学会（対象：管内自治体及び関係者）
令和7年2月19日～20日

■場所

大沢川遊砂地

■内容

無人化施工について、バックホウを目視で確認しながら
操作する方法のほか、バックホウに搭載したカメラ映像に
より離れた場所から操作する方法を実施した

■参加者
操作訓練
・富士砂防事務所管内の建設業者 26名
見学会
・管内自治体及び関係者 約60名

■実施内容
操作訓練
・操縦体験（※BH運転免許保有者に限る）
見学会

・富士砂防事務所職員による概要説明

ロボQSの始動や操作手順の確認

富士砂防事務所職員による概要説明

BH遠隔操作

ロボQS

BH搭載カメラ映像
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